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者
の「

目
に
映
じ
た
も.
の
は
、
：勞i

.

本
移
動
、の
：因_

と
耷
ふ
事
實
で
虻o '

た
。
^

即
ち
勞
働
資
本
移TO
の 

難
易
が
國
際
交
換
ど
國£

交
视
と
に
根
本
的
ぬ
興
つ
た
性
質
?:
—

敗
ず
谷
も
0

と
.

考
へ
'

た̂

^

の
自
敗
從
づ
で
.利
潤
率0 .
.¥
鮮
私
る
.事
實
.は
、
.古
典
派
_
者
(0
'
ニ「

脱
價
値
法
肌
爱
霞
の.爲
.め
の
根
本
條
件
と
：し
て.必
要
で
ぁ
つ
た̂

つ
そ
彼
#

は
國
際
交
換
現
象
：に
對
し
て
費
用
法
則
：を
適
用
す
る
事
を
’

先
づ
斷
1

せ
?

る
を
得
な
か
つ
た
の
は
當
然
で
ぁ
る-0
郎
ち
、 

「

一_

內
に
於
セ
諸
貨
物
の
相
對
價
値5:
^
莫
配
す
る
と
同
じ1
|肌
は
\
:
1

1

國

若
1>
:

’ぐ
は
そ
'れ
以
上
の
國
の
間
に
交
換
せ
ら
れ
る
諸
貨
物 

の
相
對
儐
値
を
吏
麻
す
名
も0,
.で
は
钇
い
.°
^

|

-而
1.
;

て
費
用
法
則
0
安
當
性
が
各
國
內
に
限
定.ざ
れ
て
息
る
.と
す
れ
ば
、
此
處
に 

如
何
な
る
事
慌
於
發
坐
ず
冬
扒
ら̂

ぢ
生
產
费
が
各
國
晰
に
梭
て
戴
つ
そ
居
氛
ど
し
^

が
移
動
し
.得
な
0:
結
果
比
、
#

國
間
に
同
ー
.財
貨
に
# ;
.き

藝

費

が

枇

異
>̂
;
事
と
”な
る
0
.
:11
^

各
國
0
價
格
が
^
產
費

と
す
g

、
#

國
吼
に
«

格
水
準
の
.差
異
0
存
#

妒
可
能
と
贫
が0
へ»
レ
乍
.ら
異
國
間
に
#
財
貨
の
：價
格
の
差
異
が
發
坐
し
た
と1.
て

^
、
必
ず
し
も
國
際
貿
易
、が
永
續
的
.に
行
.は
れ
.，る
ど
.
.は
險
ら
な
い0
何
故
な
れ
ば
八5
ニ
國
間
に
於
て
或
る
財
貨
の
«
格
が
汜
阈
ょ
り

'.
.'ン
ク
.
'

〉

::)

::
'

. 

. 

)

•

: '.
.

A

鼯
に
.

於
セ
高
«

で

あ

る

；
と

ル

て

_

も
ノ
其
0

財

貨
0

玖
國
ょ
;|
)

八
_

べ
：
や̂

り
]3
:國
：へ
の
.移
_

を
引
起
し
て
、
：，
3
國
の
價
格
.が

騰

貴
..
1
.
<國
：の
價
格
下
落
ず̂
^
^
^

る
か
ら
.

で
あ
る
。,.
'

從
つ
_

て
貿
易
の.
持
續
す
る
爲
め
に
は
他.の
財
貨
が
逆
にA

國
ょ
り
3

國
に
輸
出
さ
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
此
處
に 

於
て
諸
財
質
價
格.
の
各
國
別
€>

比
率
が
問
題.
と
.

な
.
.る
0

:

問
題
を
簡
«

^

 

一
 

1

國
A

B

>

1
1

財

貨
：

S

Y

 

V

の
場
合
を
考 

察
す
れ
ば
、
A

W

に
：於
け
る：

X

V

財
貨
價
椅
の]:
[

:

率
と
B

國
に
於
げ
る>
<
¥:

財
貨
價
.

格
の
比
：率
と
の
關
係
が
分
析
さ
.

れ
，な
付
れ
ば
な 

ら
な

ぃo

若
し
雨
‘

比
率
が
等
し
，い
ど
す
れ
ば
貿
易
：の
發
生
は
不
可
能
で
あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
に
は
常
に

X

Y

兩
財̂

共
に
A

國
で
高 

い
力
或
ひ
は]3
國
で
高
く
、
脉
貨C.

移
動
M

M

に
.

一.
方
的
で
あ
つ
て*
 

.

そ
の̂

规
と
し
て
の
拒
貨
の
移
動
の
浩
姐
、
や
が
て
兩
國
の
賢 

格
は
均
等
と
な
备
易
は.
正
む
0

從
つ
て
質
易
の
行
は
れ
る
爲
め
に
ば
、
ズ
丫
附
財
’

貨
吖
價
格
此
率
が
、A '
B

ニ
國
に
於
て
興
る
奮 

.

必
要
と
す
る0
-.
:

而
し
.

て
此
<6

塲
合
>

<

財
貨
價
格
は
八
國
に
於
て#

く
-

>

財
貨
愤
格
が
丑
國
に
於
て
高
き
時
貿
易
(0

發
坐
す
る
事
は
當 

然
で
あ
る
- 0
^

典
派
論
奔̂

亦
當
然
：の
事.
と
し
.て
此
0 .
..場
合
に
：關
說
し
な.
い
0

'.
:

併
3

兩
財
貨
共
.

に
<

5

何

れ

か

の

：
一

.

：國

.に
於
て
高
き
時 

:

に
於
て
も
實
易
は
可.都
で
あ
る
。
之

鄭

ち
:^
力
丫
, p

が
比
較
.

生
產
費
膜
輝
と
七
て
說
明
せ
る
場
合
に
外
&

ら
な
い
。
即

ち

]'
|
*
:
貨

移

動

論
 

並
び
.

ー

に

貨

幣

激

量

說

：の

; «

用
.

杧

依

つ

：
て
、

；生

.

靡
费
の
比
較
的
差
異
社
直
^

に
各
國
間
の
價
格
の
絕
對
的
差
異

に

轉
化
せ
し
め
ら
れ
。
る 

,

|

-

"

か
く
て
古
典
派
論: #

は
±1
:

較

坐

產

費

原

：
理

：
に

從

つ

.

て

、.'
各

國

：に

完

全

.

な

.：る

生
隹
名
れ
、. :

侗
れ
の
阃
へ
輪
出
鲂
ら
れ
る:̂^

決
定
；せ
，ら
：れ
名
と
主
張
ず
：る
の
令
あ
る
0

ハ
後
述
す
る
如
く
、
古
典
派
論
者
は
 ̂

財

貨

交

換

馨

、
即
；飞

屢

賀_易
；1

象

士

な
れ
石
財
貨
の. «
格
が
國
際
價
値
法
則
に
依: 0^:
決
定
.

せ
ら
れ
名'
^

 

そ
れ
以
.

前
に
：比
較
坐
產
費
原
趣
に
從
0

.

て
貿
易
財
貨
並
び”
に
貿
易
運
動
が
決
龙
せ
ら
れ
て
居
る
o

此
處
に
古
典
派
國
際
價
格
理
論
の
根 

.
:

本
的
' #

色
が
見
出
さ
れ'
る
0

'

先
忆
筆
者
が
比
較
生
產
費
原
理
.

が̂

際

價

値

論
.0

論
理
上
め
前
提
と
'し
て
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
の
も
此 

-

留

：際

孩

格

.響

 

—

人

ニ M
:
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矢

2
 

5
1)

：

0
邏

1C
翁
て
：̂
あ
ち
：o

_)

：.；、>

;T
'
^
:ズ1

:.
<
C
:、V:
,翼

れ

：澄
^
^
^
^ ̂

る
爲
め
：.に
讀
耍
に
し
で
.R
つ
.充
^

な
る
倏
#

は
、「

 ̂

f
v 

.
V
. -
，
.

v̂
^
,
. 

:

，

一
.
、

：
:

::而
し

-±
此

處

.で

塵

費

概

營

^
溶
に
付
.て
4.
言

_

意

亦

必

寒

ぁ

石

？
彼
等
は
此
較
生
產
費
原
_

說
明
を
な
す
杧
當

つ

て

、

. 

生
產
費
は
常
#

働

*
の
|

意

味

.し
た
0(

胜
八
>、
即

ち

比

較

坐

產

費

|
.
現

は

ノ

財

？

、
定

數

量

を

生

產

す

る

i
:
要

な

勞

働

量

或

ひ

： 

#,
一

定

勞

慟

量

を

以

，
セ

坐

產

し

得

る

财

贺

數

量

^
形

武

を

と

づ

た̂が

^

る

勞

働

量

を

內

容

士

す

る

比

較

绀

產

費

原

理

を

國

際

價

格

現
 

象
の
出
發
點：

た
ら
し
む
.ち
爲

め

：
に
：
は

、

各

周

：

€:
に
費
用
：法
則
與
变
當
す
る.の
7み
な

;&
ず
、' 十；！

典

學

派

の

虫

張

せ

ん

と

す

る

.
勞

働

憤

値

法
 

則

の

負

全̂
妥
食
が
必
尊
で
ぁ
+る
。
^
ち
.务
國
^
^

論

;>
に

於

て
•：勞
働
價m

說
ょ
り
坐
產
費
說
へ'移
行
せ
_る
に
:%
拘

：ら

ず

、

阈

際

價

値

論

の

.論

理

的

前

提

：と

:1
>
て
勞
働
價
値
法
則
を
固
執
. 

せ
る
对
以
て

：

異
と
す
る.に
^

る
l
o
ca(
:
;a
'.
:

入
：
パ.
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:
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ニ
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Q
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,
,

' 

S

.G
古
乳
派
;̂
者
見
解
に
：於
け
る
比
較
绝
產
費
原
理*か
爾
際
價
格
.理
爾
上
右
の
如
ぎ
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
事
は
、
.多
く
の
論
密
こ

a

w

—

—
M

—
I—

1

依
つ
で.示
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
w
* 

w
v 

0
0
3
^
p
^
<
 ̂

o
o
w
^
.
s
 ̂

W
o
o
y
o
3
^
»

.Vo
L
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1
,
p. .72.

1
.比
铰
生
鹿
費
原
理
汰
寒£】

づ
^
'問
頭
に
答
べ
：る
事
に
依
づ
亡
國
際
値
藤
題
の
解
決
に
貢
献
し
て

©'
る
。(

一)

如 

何
な
る
財
貨
が
輸
出
さ
れ
る
か
。

又
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
へ

c
m
:

輸
出
入
の
交
換
條
件
が
決
定
さ
れ
る
脆
圍
は
：何
で
あ
る
か
,.
0

0
 ̂

0
0
3
^
3
^
, 

0
0
^
.
- Archiv. B

a
n
d

 36. 

K
e
s
.

 1932. 

p. 

352, 

4
1
1
.
r 

比
^
坐
鹿
費
'原 

.
-

理
は
ニ
つ
の.命
题
を
提
供
す
る
。

一
つ
は
現
象
の
說
明
で
あ
り
、
他
は
政
策
の
原
理
で
あ
る
。
即

ち

C
1
)

自
由
貿
易
下
に
於
て
咎
國 

.

■:
;
は
：結
局
眞
贺
费
用.の•條
件
に
於.て
比
較
的
利.益
あ
る
產
業
に
特
殊
化
し
,
そ
の
財
貨
を
輸
出
す
る
傾
向
に
あ
る
。

(

ニ)
比
較
.的g

實 

:

;
.費
用
養
ハ.に
.從
つ
た
國
際
分
業
は
總
て
|の
貿
易
國
に
と.つ
て
互
に
利
益
で̂

:
(

li*
p
)
.
o
a
i
r
n
=
.
i
b
i
d
.
,
.
p
.
3
G
7
,

(

註
八
ソ
绝
嚼
費
を
勞
働
贵
で
示
す
事
は
、

.此
較
生
.產
費
原
理
が
そ
め
本
來
の
命
題
た
る
生
產
物
の

.增
加
を
齎
す
と.沄
ふ
外
國
貿
為
の
利
益
.を
論 

.

J
oa
rr
s

め
.
'に
必
要
，で
あ
つ
た'0
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拙
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E
統
學
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贸
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.國
際
商
品
價
格
9
決

定

r 

右
の
如
く
比
較
生
產
費
原
趣
に
依
づ
て
決.定
：さ
れ
た
貿
易
品
め«
格
即
ち
國
際
價
格
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
.る
か
'9

先
づ
考
へ 

ら
れ
る
事
垃
':
'
>
'各
國
内
に
費
用
法
則
が
爱
當
す
名.以
,

、國
際
質
易Q:

對
象
ぶ
汝
^

る
財
貨
'<
?
1雖
.も
生
產
.費
の
影
響
か
ら
金
く
脫
.れ
る 

事

は

出

來
.&
い
.と
一
其
參
で
.あ
る
、
ノ
即
ち.：ジ
：土
：
* 

g

K气
ミ
ル
日
く 
>
:

「

阈
際
間
の
：交
換
僙
値
變
動.の
制
限
：さ
れ
る
範
圓
は
、
：：

！

國
に 

於
け
る
坐
產
費
間0
割
合
と
;>
他
國
に
於
け
：る
生
產
費.間
め
割
：合
；と.で
あ
^

o 

J
、c
at
I
o
>又)

ケ
ア
：ジ
：ズ
日
く
、

「

一
國
內
即
ち
有
效
な
競
爭 

の

行

は

れ

：
る
：脆

圍

^
;に

聆

て

は

ノ

；：
坐

福

繼

は

拍

常

價

値

を

單

^
支

：配

す

る

：
の

<み

教

ら

ず

.之

を

證

ず

_
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：價
格
奪
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：
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を與

.：

蒙

の
^
.な
ら
ず
.、變
動
が
去
れ
.：
に

集

中

す
$

泠
の
點
を
形
成
す
名0
マ，
^
^

:

眞
わ
.姿
.葰

値

：が

馨

周

圍
.を
變
動
ず
る
所
の.：1
0
::の
離 

て
;>
'か

、
石
情
値
が
其:0
內
部
で
變
動
す
.る

背

の

，
|
つ

の

目
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.あ

.る
：A
l
l
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1>,,

即
屢
働
資
本
移
動
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自
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變
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;
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へ
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あ
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ぃ
と
：の
冲
間
に
あ
名0:

〉

若
し
兩
典
率
の'範
圍
外
に
出
た
と
す
れ
ば
、
兩
財
貨 

共
に
久
國
或
ひ̂
卫

國

，
ぶ

れ

：
如

に

，

て

高

慣

と

&

$
財

貨
0
ー
汸
的
移
動
の
結
课
は

の
價
潞
比
が
ま
び.
^
"
r
'i
か

の

範

圍

內

に

落

ち

付

く

。
ケ
ア
ン
ズ
日
く
、

「

そ
れ
故
に
、
之
等
の
範
圍
內
に
於
て
は
相

S

要
が
：

交
換
の
_

な
_
零

決

定

ザ

パ

べ

作

用

す

：ー
る
が
、

.國
際
價
値
は
之
等
の
範
圍
外
把
永
く
正
ま
り
得
な
い

0
何
故
な
れ
ば
、
斯
く
の
如

く
說
^

れ
龙
範P

を
觀
：へ̂S

間
に
は
' :.

不
利
な
；i
顧
に
置
か
，れ
た
そ0
國

の
;»
源
は
使
用
せ
ら
れ，
' 賣
易
に
對
す
る
動
機
は
止
k
 

か
ら
で
あ
る̂

薛
こ
ご
と
。':
'
::
:

:

^
,

■

:
:
.
.
- 

.

. 

广.
.
-
.
: :■+
.
.
.
.'
■,
-
 

•
.
.
て
.，.
.
'
.
.
.
.
'
.

•
.
.
.
一.
.
......

. 

.
■
.

以
上
の
如
く
、
，，

|

般
.價
値
論
上.に
一
於.て
價
格G.

究
極
の
要
因
と
し
て
認
め
，ら
れ
た
生
產
費
も
、
.國
際
商
品
に
對
し
て
は
單
に
價
格
變 

動
の
限
f

興

：へ
るH

い
。.
.ケ
ァ
ン
ズ_
爲

4
盡

費

が

；國
際.
'交
.
.換

爱

ぼ

ず

影

響

は

、'車
.に
亥
配
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で 

あ
0
て
之
を
決
定
し
得
な
：

.い

.
0
‘
.
；：
.從
0
.て 

一
致

力
な
い

兎

に

角

必

然

的

：
一
致
か

#

在
し
な
い
：と
会
ふ
事
ば
注
：意̂
な
け
れ
ぱ
な̂
な
：い#

^

^
ー.芎

，
v̂
く
.て
國
際
商
品
镇
格
の

I

說
明
が
坐
產
費
の
み.を
以
：て
解
決
ず
る»

が

不

可

能

で

ぁ

：る

*
ず
れ
ば
''
>
:
此
處
に
特
殊
な
國
際
債
値
法
則
の
援
用
を
必
要
と
す
る
の
で

あ
る
。
,
ぃ

：；
：
.

，
一

;

,.'
'

、■;
.
■
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:

■'
- VI:.'

へ
：
：
，
.
.
.
:
、

,■.:.
.
-;•
、
:'
.
ふ

：
.■■
•
',
.
'■

•:
;
. 

V;J
:
'
^ ̂

:
'.

、

.
勞
働
價
値
說
乃
至.坐

產

醬

說

を

半

：
張

す

る

古

典

派

論

者

と

：離

：も

 

>
,財
貨
^

:.1

應

；
は

需

要
.と
供
給
.の
關
係
に
依
つ
て
決
定 

せ
ら
れ
る
事
を.容
認
す
.る
。
交
換
憤
傾
.(0
'說
明
.と

し

て

需

：要

供

給

の

法

則

を

屢

、々

：
：
論

雞

せ

，る

リ

ヵ

.丨
ド
も
、「

單

に
1
時

的
<0
繼
續
性 

:を
持
つ
亡
過
ぎ
：な
い
と.はs

へ
、「

需
要
.の
：
檜
減
〃
に
從

o
.て

財

貨0
供

铪

が

亦.，
增

減

せ

：ら

れ

る

迄

ほ

(

供

給

と

需

要

と

，の
：
比

例

が

敷

時 

財
貨
の
市
場
價
値
に
影
響
す
る0」

0
:
5

)

事
は
.認
め
セ
居
る
_
?更
：.に
^

ー
エ
，
，
，
エ

ス

>
ミ

て
決
定
せ
ら
：れ
る.事
を
明
_
忙
認
め
た
。
：
.日
<
>
.

「

'財
貨
の
市
場
債
値
は
常
に
-需
要
と
供
給
と.に
陂
#
す
る
。

市
場
價
値
は
■
_

要
の
增 

加
に
つ
れ
て»
貴
し
、
供
給
の
增
加
に
つ
.れ
て
.下
落
す
る0」

8

1五
V
:と
0
:
'
奴
論
彼
等
：の
意§!
す
る
所
の_も

：の
は
、
：
變
動
|

き
市
場 

價
格
の
成
立
を
說
明
ず
る
：

.に
ぁ
名
0
:で
は
：な.く
し
て
>
之
を
支
配
し
決
定
す
る
寒
因
を
：求
め
：る
に
ぁ

<>
た
0
而
し
て
其
の
要
因
の
追
求 

:

に
際
し
て
ノ
需
要
側
に
法
意
を
向
け
ず
し
て
只
管
供
給
の
條
件
圮
關
す
る
分
析
を
事
と
し
^
此
處
に
生
產
費
ス 

併
し
其
の
：說
明
の
過
程
に
於
て
、
價
格
が
或
ひ
は
生
產

«
以

上

：
に
：
膨

歡

し

た

り

以

下

，
に

¥
落
し
た
り>
或
ひ
は
#
び

决

產

費

に

：
一

致

す 

る
に
至
る*
情
は
、
、
何
れ
も
需
耍
供
給
の
關
係
に
依
つ
そ

0
み
始
め
て
說
明
す
る
の.で
ぁ
る
。' 從
つ
て
費
用
法
則
は
需
耍
供
給
の
法
則 

と
併
格
ず
る
：

一

般
價
値
法
則
で
は
無
く
し
.て
、
寧
ろ
其
の.：內
部
に
含
免
れ
る
特
殊
な
慣
値
法
則

.で
ぁ
る
。
即
ち
任
意
可
增
財
に
し
て
利 

:潤
率
の
平
均
な
る
前
提<0
行
は
れ
，.る
場
合
に
：の
み
、
坐
產
費
が
供
給
侧
：の
作
用
を
通
し
セ
價
格
決
定
の

_
極
：の
耍
因
た
り
得
：る
と
見
る 

の
で
ぁ
る
。
從
つ
て
：そ
.の
：前
提
が
認
め
ら
れ
な
^
國
際
間
^
ぁ
0
"て
.は
9
慣
格
：の
說
明
を
费
用
法
則
.に
求
め
る
事
を
放
棄
し
て
、

「

先
^
 

法
則
た
る
需
要
供
給
の
法
則
に
據
ら
な

.け
れ
ば
^

&な
：：S
O
J

益

I
s
. 

'

而

も

て

此

：
：
の

.事
は
、
»

耍
供
給
の
法
則
を
極
端
に
排
斥
せ
る
リ 

'力
：1

^
の
隹
く
爲
し
得
た
所
で
：は
.な

か

つ

，
た
0
生
產
費
が
供
給
を
規
制
す
；る
事
に
依
つ
，て
價
値
を
規
制
す

'る
；事
^
>
直
接
的
に
は
價
値 

.:
國

際

價

格

理

驗
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が
#

|
供
給
|

:依
タ
て
:|
馨

..ら
：れ
.る
事
と
.

|
白
.

_
め
る
*

|
依
|

^

め
^

^H 

ス「

•：̂
系

^
至
^
.て
^

^
て
5:
'
^

:
:國
際
間
に
費
用
法
則
が
適.用
、悬
^

、
，.：：市
場
價
格
が
歸
着
ず
る
生
產
費
^

響

.

も
ー§

率
：は
九
ィ
の
時'々
：0
需
要
供
給
の
關
係
で
決»
曲
ら
れ
：る
事̂
^

題
は
何
等
解
決
さ
れ
な
い
巧
即
ち
：

「

熟
知
せ
る
如
く
、
交
換
價
値
は
總
七
の
爱

S

併
I

ら
、
我
S

間
S

く
價
値
がj
つ
.，I

 

常
に
其
0
點

に

延

か

づ

里

まI

と
'す
る
傾
向 

を
有
す
る
が
如
き5

點

参

学

る

事

を

見

学

で：I

ぅ
。i

七)

.其
の
，
一
定
點S

相
i

.

i均

衡

す

編

「

ニ 

榍
がH

にU

財
貨
を
交
易
す
：名
場.合
に
'は
、
' 兩
國
間
の.之
等
^

る
も
の
で.
あ

卷

斯

く

趣
1

_

が
相
手
國
.

ょ
り
.

鹼
入
す
る
財
貨
に
對
す
る.要
.求
量 

过
«

 

に
對
す
る
要
求
量
桌
確.
に
：出
會
t

.

I

I

P」

：r

而
しv

,
s

此

の

均

衡

雪

f
 <)

』

財
貨
に
：對
す
る
需
要
は
、
素

價

格
'<
0
高

：低
に
應
ぢ
て
變
動
す
|

.
の
，で
，ぁ.る
.が
>
|
:定
_の
交
換
比
率
に
於
て
各
國
の
輸 

入
財
貨
|

し
需
耍
さ
る
.ベ
き一

產

量

.が

存

孪

急

。
：：而
し
て
I

:
交
換
比
率
で
.交
易
が
行
は
れ
る
.際
に
，
兩
國
何
れI

要
.數
量 

も
精
確
に
相
手
國
の
.供
給
數
量
士

 .一

致
す
る
.場
合
に
は
、
交
換
は
永
續
さ
，れ
て
行
ぐ

2

,

1

0併
し
一
國
の
需
，要.H

大
1
 

る
と
す
れ
ぱ.其
’の
..國
の
需
要
は
右
の.交
換
比
率.で
.提
供
：

さ
.：

れ

、
る

相

手

國

の

：
供

^̂ 

て
.其
の
需
要
を£
. 

す
爲
め
に
、
旁

不

利|

交
換
此
率
；で
滿
足
ず|

至
る
。
他
方
相
字
國
|

々
て
は
突

 

m

mが
増
大
す 

る
。'力
く
て
W
び
彼
我
の
需
要
數
量
と
供
給
數
量
と
が
相
應
ず
る
點
に
達
し
、
其
の

「

交
換
比
率
で
貿
易
が
繼
續
さ
れ
る

や

う

に
な
る
。

以
|

;
如
;<
.阈
傺
間
の
交
換
條
件
：拟
バ
相
5:
辯
耍
の
均
衡
即
ち#
要
供
給
の.：1
:#
で
.爾

连

办

气

穸
^
^
^

輸
出
巍
量
と
1;
入
總
量
.と
が
精
確
.に
：1
致
する

？ .

が
如
ぎ
情
値
に
於
て，
V ;1

.國
の
財
貨
ぱ
他
.國
の
財
貨
と
交
.換
.せ
ら
れ
る
0 :

此
の
阈
際
價 

姐

法

則

ば

唯

惯

値

の

ょ

り

1
般
的
：な
法
則
を
擴
張
姻
用
し
扠
に
過
ぎ
な
，い
。
：
即
ち
我
々
：が
供
給
と
：需

#

の
均
衡
と
_

る
。
我
.々
.は

財

貨

..の

慣

値

が

、

需

要

と

供

給

と

.が
茁
確
.に
1
.致

す

る

變

自g
.

的
に
調
節
さ
れ
各
，事
を
知
つ
た
。
國
家
間
で
あ
れ
、
個 

人
«

で
杈
れ
"

總
で
の
取
引
^

龄

て

び

寶

却

せ

ん

ん

ず

：

.る
財
貨
が
購
貢
0

手

段

：と&.
を
^ :

方
に
依
々
允
齎
さ
れ
る
需
要.で
あ
名
。
«

つ
'
;て
薷
.耍

と

佻

綠

は

相

互

需

要

：：の

他

.の
_

^

^

^

さ
れ
て
、
需
要
と
供
給
が'1

致
ず
る
だ
ら
.ぅ
と
云
：ふ
事
は
、
：價
値
が
二
方
の
需
要
を
他
方
の
需
要
に
一
致
せ
し
め
る

や

ぅ

に

、

そ
れ
自 

身
を
調
節
す
.る
と
一
S

事
で
.あ

奄
1(

莊
£

ど
0

コ

,
.
.
'
>
、
夕

 

：
;;
'

v
'

に
パ

以
上
"ミ
ル
b

國

際

衡

値

法

則

要

供

給

の

法

則

)

に
依
る
國
際
M

格
の
.說
明
.は
、
後
世
均
衡
價
楮
现
論
の
萠
芽
と
目
さ
れ
る
も
の 

で
あ
る
。
.併
し
乍
ら
、

§

の
間
に
_
砠
の
差
異
あ
る
事
も
亦
明
か
で
あ
る
。

前
述
せ
る
如
く
、

國
際
價
値
論
は
各
國
内
に
が
け
る 

費

用

法
.1
|
|
]
.
更

に

勞

働

價

値

法

則

の

姿

當

即

ち

比

較

牟

産

费

原

理

を

そ

の

，
論

：理

上

.の
，前
提
と
し
て
居
る
？
比
較
生
產
費

(

勞
働
量〕

の
差
異 

に
依
つ
セ
當
灌
國
間|

全
：な
る
分
業
が
發
生
し
、
各
々
そ
の
生
產
佈
仲
把
於
セ
比
較
的
利
益
を
持
づ
財
貨
め
み
を
唐
し
輸
出
す
る
。 

然
る
後
そ
れ
等
財
貨
が
輸
入
國
の
需
要
相5:
の
均
衡
に
依
つ
て
そ.の
.價
格
が
，決
觉
さ.
.れ
る
0
從
つ
'て
：此
の
場
.合
相
4
 

は
、
各
®

の
：
特

殊

北

し

た

產

業

.の
財
貨
‘に
對
す
る
相
手
國

Q

需
要
、
即
ち
交
換
財
貨
に
對
す
る
輸
入
國
の
：需
要
'に
.の
み
關
す
る
部
分
的
均 

衡
で
あ
つ
_て
、
各
:;
^

相
5:
の
需
要
淘
衡
;(
0
:み

問

題

_と
^

:!
)

、
»要
供
給
の
'|.切
を
包
含
す
るが
如
き
唯〖

に
し
て
同
時
的
な
均
衡
概
念
を 

意
货
す
る
も
.の
で

.
名

い?°
:然
る
：に
後
.意
；|
繼

遷

趣

論
'0
發
展
：は
..決
：1

^
か
^
る
都
分
的
均
衡
の
說
明
ヤ
 

狡
的
均
'
' 

衡

關

係

：
に

依

る

說

明

.に

刻

達

あ

た
..
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卿

の
.鮎
ぢ
佐
典
嫌
國
際1

諭
と
後
世
：均
|

格
理
論
.と
.
0間
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於
け
；る
差
異
が
息
出
さ
れ
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以
^

述
.べ
.來
<>
た
古
典
派
論
者
の
國
際«
衡
の
：說
明
&

次

：霖

く

要

約

す

吝

事

.が
出
來
る
0
フ
各
國
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叉
は
左
に
ぁ
る
か
に
依

0
亡
：、0

£

0ぼ

€
.
ぁ

圖第

I

!1

.
るか

左
；に
あ
る
か
で
あ
るo 
.同
樣 

に
?
が
«.
の
上
に
あ
る
か
下
に
あ 

，
る
か
に
依
つ
て0-
0

の
上
に
あ
る 

.か

下

に

あ

，る

か

で

あ

る

。

英

國

は
 

'
リ

ン

、
不

ル-N
0
量
に
對
し
て
、
衣 

;

服
过
^
量
を
輸
出
する
事
が
出
來 

る
。
然
る
に
現
在
の
交
換
點P
に 

於
け
る
場
合
は
、
リ
ン

ネ
ル

521

o 

暈

の

，
輸

入

に

對

し

て

N 

P量
が
輸 

出
さ
れ
る
杧
過
ぎ
な
い9
そ
.の
結

-

.

彳■ 

. 

J 

,
パ

a

月 

i
c
.
^
i
r
^
-

多
去

.七
^
;
. す sv

「

I
-，v
;'̂
;l
;て
；̂

S ぼ
笔 

L て 

衣

.服
^

N

*が
輸
^

れ

名

事

邊

ち

そ

の
^
果
拟
貿
易
が
英
國
^
不
利
と
な
^
て

へ

衣

服

輸

出

は

減

^

換
®

影

.の

如

：弋o

«
ホ

右

.側

にあ
る

場

脊

に

：は

左

记

#

動

す

冬0
同

檨
'の
#

は

'0
Gに
»す
る

.交

換

點

の

關

係

に

付

t

も

云

ひ

得

る
o 

從

々

湛

換■

■

印

：の
：如

き

一

つ

社

水

平

、

他

は

：
麗

ぬ

1ュ1
0
:の^

に
：影

響

義

爾

諸

露

成
(0
方
向
忙
.移

動

畫
' 
之
等r

j

力
の 

A

的
な
關
係
後
知b
得

養

，
が

另

第

は-
$:R
嫌

が
^

^

Q

ふ
事
^

あ
^
麥
點
が
' f
t

_

^

m

o

^'r
c:
r

p

M
:H
:
'T
p

^

^
は
0

0

6何

れ

か

，
：
に

出

會

：
ふ

0
” ：そ
の
何
れ
に
先
に
出
#
ふ

.
i

n

.

.九

七

C

 1,1.

六
1
5



丸
八
：

(

ニ
'
六
四)

か
は
言
ひ
.得
な
い
が
‘
へ

撕

れ

匕

：じ

セ

•も
：9
線
0
.
:
1
づ
に
出
會
ふ
や
否
や
パ
水
苹̂
せ
ょ
垂
直
^
せ
ょ
そ
れ
迄
交
換
點
を
推
し
動
か
し
た 

力
は
最
帛
作
用
.
:1
>
な
4

な
灰
'

殘

れ
(7
>
他

必

カ

に

：
從
^

て
‘出
會
夕
た
曲
線
：に
沿
っ
セ<

.ヵ
の
：作

用

；は

消

馘

し

屈

處

：
に

.均

衡

點

「

に

剃

達

す

：；る

6

«
ー
-6「

吏
傷
様
忙
幾
何
的
圖_

に
蜋
っ
';セ(

第』

11
マ
^
較
坐
產
費
原
^

.
明
ず
れ
ぱ
次
.の

如

ん

で

：あ
.る
.0
客

3
0

><
.妨

英

國'杧

於

げ

る̂
；

v

ネ

ルI.

單

位

と

衣.服
ー
：
；
單

位

と

の

坐

產

費

ぬ

比

一

率

で

る̂

と

す

れば、

 

生

產

費

が

恒

常

歎

る

：場

合

英

國

が

貿

易

に

，依

：ち

*:
し

て

リ.シ
：
ネ

ル̂
得

：
る

條

件

は
0.
3

直

線
'3

ず
し
.て

.#
る

ょ

办
.%
安
慎
で
リ
.ン
ー
ネ
ル
务
幾
る
爲
め
忙.は
、
交
換
點
.は
0

3
錄

の

：
上

：に

な

：け

朴

ば

^

ち
.な
い
0
叉
獨
乙
が
貿
易
に
依
つ
て 

塞

ず

論

：釣

运

钱

交

證

が0

丁

線

下

に

な

益

：な

:^
歎
.沒

從
0
セ

篇

點

飞

兩11
難

の
.中
.間

嫁

為
'く
^

以
上
の
說
明
即
ち
直
線0

3
と
0

^
の
：
中

間

に
'於
て
、
更
に
曲
線0
}5
と
0

0
の
'交
錯
す
る
點
P

に
於
て
.、：：國
際
交
換
比
率
が
決
定

さ
：. 

れ
る
と〗

2\
ふ
說
明
は
.、阈
際
價
細
は
：比
較
生
產
費
差
異
め
範
圍
內
に
於
：て
、
國
際
需
要
均
衡
す

.る
點
で
決
宛
さ
れ
る
と
な
す1!
4
典
派
論
者 

の
見
解
を
單
に
幾
何
的
圖
形
で
ー
示
し.た
贮
過
ぎ
な
い
、
0
彼
等
は
：上
述
：の
时
き
於
常
的
場
合
玄
數
_

¥
し
：弋
、
吏
圮
非̂

 

な
る 

場
合
を
說
明
し
た
の'で
ぁ
る
が
、
阈
際
慣
格
決
定'に
關
し
て
は
古
典
派
理
論
，を
何
等
精
乾
化:1>
た
も
の
光
は
な
：い
。
蓋
し
：彼
等
に
あ
つ
て 

交
換
比
率(

?

點
}
を
诀
定
す
る
0

£
.:
'
'
0
0曲
線
は
旣
1
與
.へ
^'
-
れ
た
も
の
：と
蒐
做
し
、
そ
れ
等
仙
線
が
如
何
に
.し
て
_

成
さ
：れ
浞
宠
さ 

れ
る
か
を
示
さ
な
い
：か
ら
で
ぁ
る0
彼
等
の
說
明
す
る
挪
は
単
に
之
等_
線
：
,0
.變
化
及
び
關
稅
0
影
響
等
で
ぁ
；る0
ぃ
從
0

て
か
\
'
る
幾 

何
的

圖

形
に
依
巧
說
明
蓄
義
窖
典
派
國
際
價
値
；

^

の
精
密
.化
で
は
為
く
し
て
、
申
ろ
そ
の
平
易
化
にt

と
^

ひ
#

や
ぅ
。
1

2
 

(

S

】

四〕

名
 n

g
o
J
^
Q
3
n
d
r
i
s
s

 

<ier v
o

'fwktschaftslellre. 

1.863.—

 cf. 

EdlwortK,. ibid., p.: 52-S. 

'

 ̂

V
. 

 ̂

0
0
3
3
s
^
.

.

w
o
o§
3
^
 

^
C
3
- 

 ̂
T
.

 
B. 

Bruce. 

P
u
r
e
w
c
o
n
o
s
i
c
s，

1S9S. 

p
,
1
97-20s.)

^
.
C
M
^
W
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 ̂
.

,!
2
g
w
o
r
t
h
.

M.
b
i
d
, 

p

r;
3
1丨 47.

.

っ

,

A
n
g
e
l
l
、
T
h
e

 T
h
e
o
r
y

 

o
f 

Intemational 

prices'1925. 
”

■
 

o
f
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c
§

5.n
g
h
a
3
e
,
A
G
e
o
m
e
t
r
!
c
a
r
p
o
H
t
f
c
a
I
E
C
O
n
o
m
y
.
i
9
0
4
，

.
衡
理
論
で
ぁ
る
限
ヌ

「

幾
何
的
形
武
違
分
で
ぁ.つ

禿

佻

し

乍

焉

衡

理

論

：の
說
.明
と
し
て
幾
何
的
形
卺
當
然
代
數
的
形
式
に
劣 

\
暴

數

等

で

毫

。
な

デ

ヤj
ス

日

さ
S

論
■

禪

的

爾

藤

何

滅

ひ

は

代

數

に

依

る

，

Q

で
ぁ
る
が
¥

何

は

最

も

嚣 

.

.合

蕾
_

领
■

る
。..：-

'
併
し
#

の

灌
■

合

の

幾

何

的

業

も

、n

熝
的
場
合
へ
の
羅
を
許
す
や
ぅ
に
思
へ
る
。
如

(

諫
一〕

七)
へ
：.

f

g

d

 

0
0
^
3
1
. 

A
p
p
e
l

 

J
, l

.
l
p
a
n
t
a
l
i
,
. (
English 

T

i

l

n) 

p. 

I

f
 

E
d
l
r
t
h
,
" 

:

(

註
.

1
1

八 VV
.
M
a
r
s
h
a
H
,
.,ibH. 

ニ
，
.

4
.
1
.
p
a
n
t
a

:rni, 

ibid.,...p,205.209.IE,

ハ
酸
一
九

)

^g
w
o
r
t
h
,
.
i
b
i
r
p
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.

.

.
^
, 

■

i

l
〇)

H

ッ
デ
ヮ.！
ス
日
- <
ノ_

の
.ー
ょ
り_

な
部
分
に
久
逡
办
に
當
づ
て
、マ

1
グ
ダ
ル
以
警

■
を
思
ひ
起
すf

ょ
い
。r

數
多
く 

'「

、
の
货
激
ヵ
鑛
さ
れ
2々
、
緣

は

著
1

身
に
と
づ
■

常
に
傾
し

i

も
^
と
な
るV

そ
し
て
經
濟
理
論
を
永
：々

し
く
數
學
で
示 

■•
し
た
も
の
を
蘭
ん
で
時
摩
費
$

が
宜
い

'
.か

蒙

ば

疑

し

沒
 

.'■
'
、
.：
 

幾
何
學
的
领
形
に
遺
逢
明
は
簡
明
七
云
ふ
特
色
に
依
づ

.
5
+現
,

と
し
ゼ̂
^

て
の
嚴
密
さ
は
な
、
。

マ
J

V
ャ
ル
め
外
變
晶
の
議
が
部
分
的
均
衡
の
說
明
に
止
ま
つ

.て
居
る
と
は
云
へ
、
彼
の
均
衡
理
論
の
內 

容
は
不
完
舍
部
分
的
均
衡
理
論
.1

な
，V
0
.
...

た
^
,そ©

證
形
志
が
幾
何
的
圖
形.に
依
つ
た
事
に
盛
く
も
の
で
f

、
幾
何
的
圇
形 

.

國
際
I

 

:

!
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. 'nv:
:
:4 

■

:

ミ
ル
を
始
め
杏
典
派
論
紫
の
：國
隞
價
値,

に
依
る
0:
際
商
品
の
交
換
條
仲
の
說
明'に
ぁ
つ
.て
は
、
：
貿
氣
當
事
國
間
に
於
け
る
輸
出 

財
貨
相
77
:
交
換
此
率
を
爽
定
.ず
を«'
;
が
問
題
で
叙
’り
、c

f
o
.

個
々
(0
._

際
商
品
の
價
格
決
定
を
直
接
的
に
示
す
も

.

の
で
は
な
いo
即 

ち
、「

物
々
交
換
璉
論
に
ぁ
っ
て
は
、.蒙
要
は
'他
の
敗
賢
0.
;
條
^ :
に

依
-0
て
身
量
さ
れ
る
。

」

|

§

從
つ
て
國
際
商
品
：の
價
格
決
定
理
論 

た
ら
し
む
.名
爲
に
：は
、

「

相
互
需
要
の
.原
理
：は
價
格
の
概
念
の
適
當
な
表
現
を
要
求
す
る
。

」

|

ーー5
そ「

の
爲
め
に
は
，
相
互
需
要
の
均
衡 

を
輸
出
入
金
額
の
均
衡
に
依
ヴ
て
示
し
、
.各
國
坐
產
費
.を
價
格
費
用
で
表
は
ず
事
が
必
要
で

ぁ
：：

る
。
か
く
す
る
事
に
依
つ
て
國
際
商
品
の 

價
格
決
定
：は
ょ
り
明
瞭
に
示
す.事
が
出
來
る
。'(

其
の
廉
明
：の
逾
程
は
拙
稿

「

.T
H
銃
學
派
質
易
理
論」

：本

誌

二

月

號一

二
八
.1

1
ニ 

九
寅
參
照)

1
.コ

ル

ツ

：
ン
：
を

：

^

最
近
.の
論
渚
の
殆
ん
ど
鸫
て
が
使
用
せ
る
所
で
ぁ
る
。
此
の
場
合
と
雖
も
比
較
生
產
費
原
理
に
基
礎 

を
置
く
以
上
、

「

相
對
的
價
格
は
相
對
的
價
値
に
依0
.ヤ
調
節
さ
.办
ね
ば
な
，ら
な
い
と
云
：
.ふ

事

が

、

常

に

銮

本

的

：な

も

の

と

し

て

.考

へ

ら 

れ
て
居
る
。

」

即
ち「

(

各
國
に
於
け
る)

相
對
的
價
格
は
そ.の
.相
對
的
價
値
第
に
依
：
.つ
：.て
調
節
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
: '

:例
へ
：ぱ
、
若
し
之 

等

の

國

の

一

つ

：
に

龄

て

I

商
品
が
生
產
ず
る
に
：六
日
を
要
し
、
他

：の
商
品
が
：一

’
日
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
.

<：

勞
働
を
同一

の
も
の
と 

假
宛
し
て)

.前
者
0:
價
格
は
後
密
の
價
格
の.六
倍
で
ぁ
ら
ね
ぱ
な
ら
な‘い
0」

0

§

か
<

假
定
す
る
限
り
物
々
交
換
理
論
と
本
質-1:
何 

等
異
る
所
は
な
い
の
せ
ぁ
を
。
た̂;
常
に
價
格
の
へ
表
現
を
以
て
す
る
蕺
に
依
つ
て
、

「

國
際
間
の
相
互
需
要
が
た
ぐ
單
に
交
換
數
量
の
み 

な
ら
龙
、
各
商
品
の
相» •
的
惙
格
に
も
影
響
す
る

」

C

I

S

.事

.が
よ
り
明
瞭
に
知
り
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

(

註
，三
一

)

古
典
甄
論
者
に
：がo;
.で
.ぼ

,'
,
質
易
理
論
上
外
國
貿
易
.の
利
益
の
立
證
が.重
^
で
あ
っ
た
。.從

つ

て

國

潰

値f

、
.
比
較
生
產
費
原 

理
で
菸
U;
た
生
產
物
增
加
.が
如
何
に
务
國
に
分
酣
ざ
れ

>
0

か
を
示
す
爲
に
.、
各
掘
間
の
轍
出
財
貨
總
量
の
交
換
割
合
の
霞
，の
形
態
を

と
つ
た

办

：で

あ

る

.°
:.
:'

S
 
三 
二) 

Nichqon, princu

泛 of politi 
艮 Economy, <

0
1
II-19A2, 

p
*to
-
9vo
'
.
:

(

藝

•-
-"
四)

':gchoIson, ibid., p. 299-300,.

 ̂

, 

1
,
^
, 

-
0
 ̂

.

第
三
節

：
古
典
派
理
論
に
對 

:

.

以
ト
：麵
べ
來
つ
：た
如
く
杏
典
.

派
國
際
價
格
理
論.
の.
根
本
的
特
色$

杳
ら
|

而
し
ズ
比
較
浊
產
費
原
理
は
、
ネ;.
0

必̂

と

す

.る

前

提

即

ち

限

あ

れ

た#

件

の

下

に

於

て

は

矛

盾

な

く

龙

論

せ

ら

れ

て

居

る

。 

衡
し
乍
ら
.

該
原
迦
か
ら
患
奴-1
>

て
外
國
.

貿

渴

論

、
，特

に

國

際

價

格

现

論

'^
建

設

際
價
将
理
論
の
受
ガ
た
論
難
政
锻
咚
亦
此
の

.點

に

基

く
-?
>
''
(
0
考̂
へ
.ち
れ
る
9
;
x古
典
派
貿
易
理#
の

特
-f
e
が
.該

原

理

の

.
支

持

に

見

出
 

さ
れ
る
.̂
す
れ
ば
、
;]
}
:
1
:
の
_
に
對
す
る
，批
判
は
进
典
派
國
際
價

.格
理
_

,̂
'̂
つ
，
^

-

'

-■ 

- 

. .
 .. 

.>
本

：
.
.
••'
 

.
V
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!
,

:

乐
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:
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宙
典
派
理
論
に
: ^
へ
^
れ
た
康
滿
多
-:
<
浓
批
：難
被
通
較
生
產
廣
原
理.に
^

袈
愈
前
猫
た
る
勞
働
資
本
移
動
の
難
易0
問
题
に
關
す
る 

も
の
.で
ぁ
^
。
"へ
そ
め
观
刺
は
或
ひ
は̂

働
資
沐
の
移
鄉
が
國
際
間
尤
ぁ
カ̂
も
國
^

と
词
様
冗
苜
^
で
ぁ
る
と
由
張
し
ノ
或
ひ
は
國
際 

間
と
同
檫
肊
國
內
に
ぁ
つ̂
ネ
困
灘
で
ぁ
る̂

な
す
の
^

ぁ
名
亦
、
:1
ニ

六

ブ

何

れ

.に
_

.

^

刚
€

_
別

を

霞

せ
_

に
於
i

 :1:

に

し

て

：
居

る

。
：
，
論J

,
,

豪

“

々

,
,
v 

ff
i
J- L
て
比
較
速
產
潰
原
理
：
H

;:
<
?
:. o
:て
、
レ

M
i
l

間
使
勞
働
^

^
の
.移
動
'が
絕
對
に
.好
は
4

な
い
事

は

必

ず

し

も

必

要

な

事

で

.；

は
な
い
。

.

.

ノ

 

lo:l

:.:
C
I
T
S



I

I
 

C
i

 

l

六
八〕

ケ
T>

 ■

ス
；.兑
旣
.に
日
く
.. 「

此
0
假
{儿
，を:&
灘

:»
に
肯
：定̂

る
見
，解
も'-
,
'
>
'
無
條
件
に
否
定
す̂
見
解
も
发
持
し
得
な
：い
0
或
る
程
度 

國
際
間
.に
勞
働
資
本
移
動.の
自
由
：亦
許
さ
れ
た
そ
し
ヤ
も
、
尙
此
の
理
論
に
充
分
の
眞
现
が
含
ま
れ
て
居
る
.と
斷
言
す
る
都
が
出
卞 

る
-,
.

リ
力
ー
ド
ぐ
ミ
ル
等
に
：
_

て
爲
さ
れ
た
如
き
？
國

際

間

に

爾

資

袭

移

動

が

絕

對

的

.に

不

篇
 

は
、
观
の
學
說
の.眞
现
：ザ

志

て

必_

第
で
は
な_

_

.寒

說

が

耍
^
^

に
妨
害
す
石
«
度

.;
o
勞
働
資
本
: «
動
Q
ft
IL
で
#

^

^

s
l
;4
::
:'
i
 ̂

现

に

と

づ

て

ょ

り

重

要

：な

.事

は

、
‘
‘
各

國

内

に

を 

て
勞
f
資
本
力
{元
全
に
自
_

で
あ
る
と
运
ふ
事
で
あ
るo
.即
ち
勞
働
資
本
自
由
移
動
範
阐
が
常
に̂
家

と

地

域

を

同

じ

く

す

る

^

で
あ 

る
o

#
し
か
-

^

«件
が
現
實
に
妥
當
せ
ざ̂
事
は
朋
か
.で

含

ぅ
,0
リ

ヵ

ー

ド

が

、

r

同
じ
一
の
國
の
内
に
於
て
は
、
利
_
は
大
體
こ 

於
て
常
I

一 
水
準
に
あ
；る
か
、i

ひ

は

僅

か

に

資

本

使

用

法

；の

'安
固
不
安
固
と
快
不̂
^

'著

！令
.為

ひ

-
,ゃ

濟
-
于
ス
：•：
、
、
、
：
ル
，
が

、
：
，

「

或
•
■

度

甚 

又
-#
に
異
國
間
に
於
て
、
勞
働
資
本 

の
報
©
を

始

等

化

す.^
骚
廣
働
資
本
の
移
幽
を
弓
起
す
事
な
.:
<
、
そ
れ
_等
報
酬̂
大
な
る
不
平
等
が#
在
じ
得
る
0」(

璧
九)

r
l '
i 
m
lk
> 

特

に

益

か

ら

齎

さ4
る
商
品
の
懷
値
は

(

：
そ
の
：生_
さ
れ
：る±
地
.に
於
け
'る
生
產
費
に
依
'#
し
.尨

い

：
0」

|

导

と

耷

又

ケ

ア

ン
 

ズ

が
不
競
爭
團
の
理
論
を
主
張
せ
名
を
見
れ
ば

ゴ
彼
等
と
眞
ぷ
勞
働
資
本
移
動範

園

即

國
家
と
は
認
め
得
な
か
つ
た
か
の
如
く
で
あ 

る
。
然
り
と
す
れ
ぱ
、
.：
比

較

纸

產

費

原

，
理

ば

國

際

間

の

價

格

理

論

</
)
典
礎
と
し
て
の
檀
値
を
全
く
爽
失
し
た
も
の
と
袞
へ

や
ぅ
。 

翁
三
六
0

前
赍
を
、證
す
る
者
、

Macleod, 

T
h
e
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次
に
比
較
钜
產
醬
睇
理
は
完
全
な
國
際
分
業
，の
發
坐
を
必
要
ど
ず
る
。
；。
各
國
の
勞
働
資
本
は
そ
の

W

の
生
產
條
件
：に
於
てit
較
^
:
優 

_

を
保
掛
す
る
齑
業
に
移
動
，し
、
生
產
條
件
が
比
較
的
劣
等
な
る
脱
貨
は
之
を
總
；て

.輸
入
：.に
待
ち
-

^

.
貨
は
#

在
し
&
い
普
咚
あ
を。(

浩
じ
，あ
1}
:
:
.
.
と
す
れ
ば
、
例
：へ.ば
八
國
は
^

財
货
生
產
め
'の
；み
'特
殊
化
さ
1れ
る
.に
對
し
、̂

國
に
於
て
ズ
时 

«

.v
Y
財
貨
共
に
生
產
さ
作
る
と
ず
れ
ぱ
，
比
較
生
產
条
原
现
虫
張
：の
氣
め
に
各
國
內
に
於
て

.費
用
洙
則
が
.適
用
さ
：れ
る
と
見
る
以
上
、 

X

財
貨
は
好
國
に
於
：で
は
自
國
の
生
產
賢
に
傲
存
す
る
#

ち
あ
る
a
.然
る
に
國
際
惙
値
法
則
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、
A

國
か
ら
輸
出
さ 

れ
る
父
財
貨
慠
栉
は•»
、X
M1
貨
に
齡
す
る
B

1

IC6
;
需
要
ゼ
>

財
貨
に
_

ポ
が
_

の
露
要
ざ
.が
均
衡
す
る
點
せ
定
ま
る
，。
然
も
.そ
の
均
衡 

點
に
於
け
W

X

M貨
價
格
は
常
_
抝
國
生
齑
費
1̂
り
高
い
0,
.即
.ち

栽

通

生

康

物

：ゆ

|

^

0異

れ

る

渎
 

て

規

定

：せ
：
ら

れ

る

事

と
 

な
り
、
此
處
に1.1

一
兀
的
說
明.：の

矛

盾

が

暴

露

す

る

：

'0
.而
し
て
各
國
に
共
通
生
產
物
の#
柱
せ
ざ
る
事
は
抽
象
的
な
假
定
に
過
ぎ
ず
、
又 

比
較
坐
產
锻
原
娌
を
鑛
充
す
る
時
典
通
生
產
物
は
常
：に
發
生
す
る

o
-s
拙
稿
'「

-M
銃
學
派
賞
易
理
論」

參

照
.本
誌
f

號

(
1
1
,

f

 

3:
1
,叫
貝
>
>シ
.ッ
デ
ゥ
ぺ
 ̂

1

元
的
說
明
の
矛
盾
を
指
適 

じ
た
。
へ©
ぐ
、「

ぞ
ル
.：の
犯
'じ
た
誤
轉
ゆ
、
へ
國
際
働
値
の
基
本
原
辑1
實

簡

明

也

ん
_̂ど
^
^
^
^

_韻に於

.

P.

最も箸

'̂
ぐ

:«
はれ，

_て居
を

9
.即
ぢ推論の

_めに

';,
ー
國
か
ら
他
國
、へ
.
'
の
_貨
^̂

.

國
靡
格

£ . 

-
M 

( I

ヤ
六
九)



圍

傲

. 1
論 

10,
四
' 

a
1

七
〇) 

は
れ
る
と.考
べ
‘た
？
斯

く
(0
.
:如

き

假

定

の

下

に

於

て

、

、
生

產

費

比

そ

队

诉

生

»
さ
：れ
る
脫
で
消
醬
：多
れ
を
財
貨
の
：價
値

.と
向
様
.に
輸
出
；
 

品
の
價
値
を
も
決
记
於
る
ど
^

み
事
&
不
ず
事
は
容
易
で
ぁ
を
ネ
た
ダ
稀
ね
レ
か
银
在
し
な
^
假
觉
即
ち
貿
易
辦
行
は
れ
た
後
各
當
事 

國
に
典
通̂

產
物
が
#
在
し
な
い.と
_
ふ
假
：宛.を
說
'げ
る
：場
合'め
.は
例
外
:̂
ぁ
る
0
«>
,訪
四
：1总

(

註
四
1
0
一
 Sid

g
v
H
c
k
, 

Principles 

o
f
h
o
l
i
f

 I, E
c
o
n
o
m
y
,

 3rd 

:p,213.--cf. 

B
a
s
u
s
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h
s
r
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International 

T
r
a
d
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 ̂

I
r
? 

ニ 

I

’

:

1
.步
.を
"誕
9

て
以
上
：の
論
難.に
耐
へ
'得
：た
と
_1.
て
も
、
：
比
較
生
產
費
原.理
'ぬ
國
際
慣
格
決
定
.の
基
礎
理
論
と
し
て
も
完
全
な
も
の
で 

は
な
い
。.
古
典
派
論
者
は
比
較
生
產
费
原
理
に
依.つ
.て
各
國
間
に
慎
格
水
準0.
差
異
が
：發
生
す
る
事
を
說
明
し
、
'
如
何
|

財
貨
が
貿 

易
の
對
氣
と
な
り"
，
何
れ
§
國
.か
^

輸
出
さ
^ -
る
.か
も
亦
該
原
理
に
依
つ.て
：
狹

定

ぜ̂:
枚

る

と

な

す
:々-
;

古
典
派
論
者
ぼ
鼠#

を
簡
單
に
す
ん
爲
办
に.、
3
,財
貨.11

國
間
質
易
の
場
合
に
付.て
考
察
し
：た
。
併'じ
多
數
財
貨
、
多
數
國
家
間
貿 

易
.の
場
合
に
.比
驗
生
產
費
原
理
を
：擴
充
適
用
す
石
と
、
事
情
は
■や
V
復
雜
.と
な
る
a

例

へ

：ば
：
多

數

財

冀

 

て 

は
，1

1

國
の
生
產
讓
異
が
最
大
で
私.る
財
貨
と
：最
小
で̂

る
財
實
と
ば
、.比
較
生
產
疫
原
理
に
從
つ..て
何
れ
の
國
の
輸
出
品
で
ぁ.る
.
 

か
は
決
定
さ
れ
t

o

#
し

乍

ら

此

の

：
ー
：

1脉
貨
を
除
<:
:
他
の
.總
で
'の
.財
貨
は
>

資
易
當
事
國
(0
.鋳
要
の
：强
度
に
從
つ
ぞ
何
れ
の
國
の
輸
出 

品

と

も

，
な

り

得

る

ズ

諸

！

1
>
右
.の
事
實
は
多
數
財
貨
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
、
比
較
生
產
費
原
理
の
み
を
以
て
し
て
は
國
際
分
業
、
從 

つ
て
：貿
易
品
の
輸
出
方
向
を
決
定
し
得
な
い
事
を
意
味
す
る
o

假
令
勞
働
量
の
此
較
的
差
異
が#
在
し
で
も
、
需
要
に
於
け
る
變
化
に 

侬
つ
'て
從
來 

一
H
か
ら
輸
«-
i
さ
れ
て
，居
た
財
貨
は
逆
に
其
の
國
へ
輸
入
せ
ら
れ
る
に
至
る
。
即
ち
貿

^
の
方
向
は
比
較
坐
產
費
の
關
係 

の
み
な
■ら
ず
、
需
要
.の
條
仲
にも
依
存
す
る
。1

1

5
從
つ
て
比
較
坐
產
費
原_

は
多
數
財
貨
を
考
憨.に
人
れ
た
場
合
に
は
.、國

際

價
 

格
理
論
の
出
發
點
と
し
て
の..地
位
を
‘喪
失
ず
を
ど「

哀
は
ざ
.る
を
得
な
ぃ
0

即
ち
古
典
派
理
論
に
於
て
、
比
較
生
產
費
原
理
：が
各
國
の

輸
出
，财
貨
を
決
定
し
、
然
る
後
相
互̂
輸
入
脉
貨
に
對
す
を
需
要
關
係
で
七
^
脓
貨
の
價
糌
於
決
宓
さ
れ
る
と
な
す
ニ
段
的
說
明
ば
不

可

能

で

あ

る
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次
に
古
典
派
論.者
は
國
際
價
格
が
究
極
に
於
.て
.需
要
供
給
の
均
衡
；で
決
定
せ
ら
れ
る

i
な
す
の
で
ぁ
る
が
、
かX
る
均
衡
概
念
に
依 

る
說
明：

も
比
較
坐
產
裰
原
现
に
栽
礎
を
置
く
限
り
、
そ

.の
說
明
は
又
一
つ
の
筑
大
な
.困
雛
に
逢
著
す
る0-
前
述
せ
る
如
く
國
際
價
侦
論 

は
比
較
生
產
费
原
理
と
關
聯
せ
し
め
，：る
以
上
、
そ
れ
は
部
分
的
均
衡
概
念
で
ぁ

.]
)
、
問
題
^
な
.る
均
衡
は
：輸
入
財
貨
に
■
す
る
各
國
そ
れ 

の
需
要
め̂

衡
で
あ
る。
.
.
,
.
；
:
,
、
. 

.

. 

/ 

-
,
v 

.

!■
'
而
し
：

V

相
互
需
袈
の
法
則
は
個
人
の
需
要
を
問■

■^
し
た
物
：々

交
，換
の
場
會
に
は
充
分
に
愛
當
：し
得
る
で
.ぁ
ら
ぅ
0
各
侗
人
は
交
換 

が

资

は

れ

る

前

把

：互

'に

提

供

さ

れ

、
る

'#
贤

.(
0
評
價
を
行
.ひ
、.
そ
の
需
要
.の
相
I

强
度
に
侬
め
て
交
換
比
率
が
決
宠
さ
れ
る
。
從
つ
て 

交
換
.東
際
し
ズ
备
個
人
め
提
供
す
る
財
貨
と
獲
得
す
各
財
貨
.と
：の
間
.に

は

必

然

的

，に

需

要

均

衡

■の
關
係
が
称
相
す
る
タ
併
し
乍
ら
、
國 

家
間
：の
交̂

の
.み
を
舳
出
し
て
考.へ
；、'然
も
そ
れ
が
貨
幣
經
濟.の
下
で
行
は
れ
る
場
合̂
な
.る
^
事
情
は
や
ゝ
異
芯0
,先
づ
國
家
間
の 

茨
渴
の
馮
合
に
讨
財
貨: 0
供
給
渚
ム
輸
出
業
者
；
>
:は
蜘
ず
し
も
同
時
に
又
財
貨
の
需
要
者
で

(

輸
入
業
者)

で
は
な
い
0

換
言
ず
れ
ば
各 

財
貨
は
必
ず
し
も
他
の
財
貨̂
交
換
さ
れ
ず
、•取
引
は
：

.1.

方
的
で
ぁ
り
、
偶
發
的
で
ぁ•る
。
然
も
：各
貿
易
業
苕
は
自
國

「

の
全
需
要
を
考
慮 

爾
際
價
格
理
論
，
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も

の

で

逢

け

れ

ば
W

全

供

給

を

考

酸

輸

出

凑

ふ

も'の
.で
も
な
ぃ
。
從
つ
て
國
際S

財
貨
I

す
る
需
要
の
.崖

は
 

.實

現

し

得

戈

結
f

な

る

霞

國

際

馨
■

暴

要

：の
作
用
が
あ
ら
は
れ
な
ぃ
以
上
、
國

際

雷

均
f

亦

蒙

得

な
ぃ
で
あ
ら 

さ

所

ち

通

還

輸

遺

過

或

ひ

は

顧1
起
過g

發

生

を

可

能

な

ち

：
し

^

ハ
侧
貨
の
移
励
拉
相
暴
要
の
變
化
に
も
拘
ら
す
、
層®
 

格
.に
；息

養

を_

へ

ず

ム

て

掘

際

败

著

舊

を

調

猶

オ

る

。: M
際
間
に
#

在
す
る
唯I

,

の

均

：
衡

は

屢

收

支

齒

の

.
均

衡

で

あ

つ 

て
、
：
：
互I

f

れ
る
财
貨
の
均
衡
で1

論

し

通

貨

の
.

動
■

慮

外

に

置

ぃ

ネ

ネ
^

同
摩
の
困
補
I

坐
す
るr
そ
れ
等
は
洛
國
|

*

貨
交
換
.遍

5:
の
相
|

不
1

ら
し
め
、
國
際
商
郝
の
み
に
關
す
る
相
蕩
要 

の
：：

均

噸

は

贺

現

裏

な

ぃ

.タ
即
ち
國
際
霞
均
衡
な
る
概
念
と
現
實
の
貿
易
現
象
と
^
^
 ̂

か
く
て
國
際
®
 

即
の
說
明
す
1

_

き
”
財
貨
の
各
國
間
の
み
の
均
謝.に

依

る

國

際

價

格

決

定

の

立

論

は

そ

の

安

當

性

を
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ふ
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云
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日 onnaie. 
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•
ャ

以
上
述
べ
來
つ
た
國
際
倩
格
論
に
對
す
る
論
難
は
、
畢
竟
す
.
.る
に
比
較
生
露
原
理I

礎
を
f

、
各
國
內
I

用
法
則
を
1

 

す

る

事

に

甚

く

。

而

し

て

：十

U
典
派
論
者
の
主
張
す
る
比
較
生
產
農
理
：は';
>

笫
'
ー
，
節

一

に

於

て

述

ベ

た

如

く

、

虫

產

费

の

内

容

を

勞

働
 

量
と
見
る
0

從

つ

て

產

派

國

際

價

格I

そ
の
，前
提
と
し
てS

各
國
內
で
費
用
法
則
の
み
な
らS

働

價

値

箭

の

書

が
^
 ̂

で
あ
る
0

然
る
に
古
典
派
論
者
は

I

般
價
値
論
上
に
於
て
は
勞
働
憤
値
說
を
支
持
し
得
ず
し
て
唐
費
說
に
到
達
し
た
。

-

-

 ̂

其
生
I

必
要
.な
相
對
的
勞
働
量
に
的
つ
て
定
ま
る
。

」 

(

I

〕

と
吸
言
し
て
、
勞
働
愤
値
法
則
に
最
も
眷
な
ら
ん
と
せ
る
リ
カ
.丨

ド
に
於
て
も
、
旣
に
其
の
安
當
性
の
範
圍
は
著
し
く
局
汲 

せ
ら
れ
て
I

O

.即
ち
彼
の
勞
働
價
値
說
の■

と
霞
れ
霉
の
結
論
に
到
寒
し
た
タ
固
定
資
本
耐
久
力
の
相
異
ど
、
§

の
結
洽
せ
ら
る
べ
き
割
合
の
多
種
多
様
な
事
は
、
諸
貨
物
の
生
產
に
必
要
な
る
勞
働

1:
の
多
少
以
外
に
、
其
相
對
價
笕
を
變
動
せ
し
め 

る
更
に
別
の
：

I

原
因
を
導
入
す
る
o」

l

六〕

リ

力

ー

ド现
論
の
解
說
者
ジ

エ
•
エ

ス
.ミ
ル

に

至

つ

て
は
、
此

の
.倾
向
は
更
に
著
し
い
。 

日

く

、

「

若
し
一
ー
財
貨
，
の

丄

つ

.が
他
の
も
の
：ょ
り
も
大
な.る
價
値
を
有
す
る
な
ら
ば
、
其
の
原
因
は
次
の
諸
察
情
に
求
め
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
°
鄭
ち
其
$
財
貨
が
、
ょ
り
多
き
勞
働
又
は
ょ
り
高
率
の
賃
銀
を
永
久
.に
交
拂
は
れ
る
が
如.き
®
.類

の
.：

勞
働
を
'必
要
と
す
る 

咖
、
：，或
ひ
は
其
の
勞
榻
を
使
用
す
る
資
本
叉
は
一
部
が
永
く
耐
へ
得
る
か
、
或
ひ

.は
其
の
生
産
が
永
久.に
高
率
の
.利
潤
で
償
は
れ
る
か 

等
の
諸
事
情
が
、
其
の
生
產.に
際
し
て
伴
は
れ
る
か
ら
で
あ
るo
'之
等
の
諸
要
素
中
坐
產
に
必
要
な
勞
働*:
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

」

と 

<

:

|.-
5

次
に
ケ
ア
ン
4

に
あ
つ
て
は
、.
リ
ヵ
ー
卞
、
ミ
ル
の
如
く
眞
實
費
用
を̂
に
勞
働
1:
に
の
み
求
め
る||
:
を
せ
ず
、
0

く
、
.

「

炎 

々

の

坐

產

遭

の

分

析

は

三

つ

の

、
午
：
要

な

耍

屬

(

そ
れ
は
又
究
極
0

要

素

で

：
あ

る

が

)

.：に
還
元
せ
ら
れ
る
。
即
ち
勞
働
、.節
欲
、
危
險
之 

.で
あ
芯
0」

J

J
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四
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而
し
て
ケ
ア
シ
ズ4
亦
か
、
る
3具
實
麕
用
.が
生
產
费(

ケ
ア
ン
X
を
し
.て
一K

は
し
む
れ
ば
報
酬)

.
に
必
ず
し
も
常 

に
此
’

せ
ざ
石
蕻
す
認
め
る
。

「

賃
■
と
利
潤
は
何
處
に
於;^
^
其

.0

.犧

牲

.に

此

例

す

る

で

あ

併

し

そ

れ

は

，
生

產

客

間
に
競

爭
 

の

行

は

れ

名

韻

り

：に

於

；て

の

み

，で

あ

る

0

即
ち
！̂
働
者
と
資
本
家
が
、”驰

等

に

提

出

さ

れ

る

種

々

な

，
る

職

業

.に

對

し

セ

荷

效

な

選

槔

權 

を
持
つ
限
り
に
於
て
の
み
で
あ
；0」

飪
四
九)

: ^
し
て
，彼
は
勞_

. ^
の
轉
職
の
|1
1

»
に
關
む
て
不
競
锥
團
の
理
論
を
股
開
し
て
、
賃
銀
率 

の
差
異
が
勞
働
量
樹
賃
銀
の
；比
例
的
關
係
が
如
何
に
#
離
に
せ
し
め
ら
れ
る
か
幕
明
す
る0

' 

ぐ

.

.

.以
上
9
湘

く
-̂
ヵ

ー

ド

、
，
、

3
ル
、
ケ
ア
ン
ズ—

2
等
商
れ
も
勞
働
量
が
交
換
價
値
決
定
の
要
，因
で
あ
る
が
、
決
し
て

.唯
'

1

の
も
の 

で
は
货
く
ノ
交
換
價
娜
尤
賃
銀
、
剎
櫚
の
差
異
に
も
依
存
す

.る

事

を

認

め

る

。

從

つ

て

勞

働

量

，の

.み
を
坐
慶
の
內
容
と
す
る
比
_

 

產
費
源
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中̂
；張

.1
>興
ざ
る
«
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
國
際
價
格
趣
論
の
分
野
に
於
て
は
之
を
生
張
す
る
は
明
か
に
奢
盾
で
あ
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と
^
は
ざ
：る
を
得
な.い
o
'
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:
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；
は

、
^
^
^
^
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比較肩產淹原理：は更に現實
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$
:

貨幣經濟の卞に；於け；說明に際して非難を受けて：居る？旣に述

.べ'た如く宙典論：者は
 

物
々
海
換
免
猶
提
と
し
！
比
較
坐
產
費
原
理
を
立
_

し
、
：價
格
現
象
：へ'め
適
用
:̂

爲办に拍貨移動論を以て之を說明する

0併し
 

乍

■&
: m
' K
の
- #

動；̂
阈價格水準との間にリ
力
ー
ド
鄭
.の
#

へ
た
程
直
接
的
な
、
然
も
即
時
的
な.關
.係
は
現
.

實には存
在
し
な
い
。 

M

n

«

^

_

w
嫌
湘
®

%
の
自
灘
的
調
節
の
際
に' 0
み
行
は
れ
^

も
:0
で
は
な
い
？
例
へ
ば
政
府
或
ひ
は:^
兴

_

行

等

に

依

っ

て

な
 

さ
れ
る
-
<
爲
的
啟
政
锻
に
飛
つ
て
も
茈
貨
は
移
動
す:2
>
o一，叉

一國
に龙
て
價
格
變
化
が
生
じ
 

國
際
悅
支
に
影
響
を
及
ぼ

したとして
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貨
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場

合

發

坐

す
，る不
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致

す
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も
移
動
す
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も
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限
ら
な
いo即
ち
他
の
財
貨
が
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貸
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蒙
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費
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に

敗

る

比

較

的

養

異

を

、
ー

碰

格

の

絕

對

的

賛

に

轉

化

す

る

.事
は
、
.多
數
財
貨
を
貿
蜃
の
釾
象
と
し
た 

.

.場
合
に
ば
、
決
し
て■先
驗
的
に
云
ひ
得:̂
い
事
を
.非
難
ず
る
o CAagelv. ibid., 
P
.
.
S
7
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〕

併
し
多
數
財
貨
貿
易
の
場
合
、

11

國
の
比
較 

:.生
箭
費
が
そ
の
最

■
',
•

せ
る
如
く
で
ぁ
り"
從
つ
て
其
.の
意
味
に
於
て
は
彼
の
枇_
は
1£
當
で
ぁ
る
：が
、
：
正
質
移
動
論
の
.援
用
に
對
す
る
批
判
と
し
て
は
當
を 

’

;

••
,

-•
;
得
な
い
o
: 二

財

貨

：
の
，
場

合

に

：
は

1£
貨
移
動
論
：を
認
め
る

.と
す
れ
ば
比
較
生
產
費
は
常
に
價
格
：の
絕
對
的
差
異
に
：轉
化
し
得
る
。

(
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一
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節

？
結

を

論

：

.へ
比
較
ぞ
產
營
原
现
に
象
い
て
國
際
價
格
瑪
論
^
 

右
.の
如
き
比
：較
生
產
費
原
理
自
體
の
種
々
な
る
欠
陷
の
爲
め
に
困 

，
で
ぁ
.る
'
.と
'ず
れ
hば
.
V如
怖
に
し
て
か
X
る
困
難
か
ら
脫
れ
る
事
がW
來
る
か
。
：.一

K

ふ
迄
.も
無
ぐ
そ
れ
.は

.比

較

生

產
#
原

理

.か

ら

獨

立
 

レ
し
て
、
國
際
« ;
格
理
論
を
_

霖
す
る
事
に
依
つ
て
可
能
で
ぁ
る
タ
而
し
て
比
較
坐
.產
費
原
.理
の
國
際
價
格
理
論
上
有
す
る意s

が
、
質 

易
當
事
國
か
何
瓜
如
の
通
貨o'
條
件
に
於
げ
る
同
一M :
貨
價
格
の
备
國
間
に'於
け
ぶ
®

對
的
差
異
、
即
ち
各
國
價
格
水
準
間
の
關
係
を 

說
明
ず
る
'點
に
求
め
ら
枚
る
以
：上
、ぞ
れ
ば

#'
®:
の
國
內
：價
格
決
定
を
古
典
派
論
者0
主
張
す
る
‘が
如
き
單
純
な
'る
勞
働
價
値
法
則
乃 

至
賢
_

則
に
傲
'̂
;

て
說
明
^

る
事
5:
放
.擲
す
る
事
ー
に
依
つ
て
始
め.て
可
能
で
ぁ
ホ:0
:

バ
/

ざ

ン
杏
典
淝
論
象
の
見
解̂
於
で
>
故
格
炎
定
法
職
ど
し..て*
用
法
則
ば
特
殊
な
場
合
，に
0
み
.適
用
さ
れ
、
' 需
要
佻
給
の
法
則
が

「

ょ 

い
先
.称
法
■

で
私
る
'と
す
れ
ば
、
备
闕
債
格
機
構
の
說
明
も
亦

»
要
佻
齡
の
均
衡
に
依0
て

之

を

行

ふ

べ

き

(

で
ぁ
：ら
ぅ
。
勿
論
彼
等
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衡
餘
撕
概
念o'
©
徨
：が
^-
:.充

分

で

ぁ

.
り
.-
>供
給
以
分
析.を〖

の
；み
事
と
ぜる
«
に

V
之
を
爲
し
得.な

か

つ

た

と

'
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